
◎2024年１月１日、能登半島で大地震が発生し、志賀原子
力発電所（停止中）が立地する石川県志賀町で震度７が記録
された。NHKのアナウンサーが「テレビを見ていないで逃げ
てください」「家に戻らないでください」などと繰り返し叫ん
で適切な対応だったと賞賛された。危険要因が津波だけなら
よいかもしれないが、地震・津波だけでなく原発の事故が重
なっていたらどうなっていたか。

◎高台などに避難して難を逃
れても、停電が続き携帯・ネッ
トが通じない、防災無線も機
能しない、道路の損傷で広報
車も動けないという状態になったら、放射線防護に関する情報は
得られない。
　今回は能登半島全体が甚大な被害を受けており、近隣の自治体
に他町の避難者を受け入れる余裕はない。そもそも道路が損傷し
たり家屋が倒壊したりしていて、自宅から離れた避難場所に移動
する手段がない。倒壊しないまでも大きな損傷を受けた家屋は隙
間だらけで、屋内退避では放射線を避けることができない。迅速
なヨウ素剤の配布も不可能だったろう。

◎このように、強大な地震・津波が発生した時点で原子力防災計画は機能しないこと、文字どおり
絵に描いた餅であることが露呈したのだ。（たんぽぽ舎メルマガの上岡直見さんの文より抜粋）

能登半島地震でわかった原発避難計画の破綻
ー強い地震・津波が発生した時点で原子力防災計画は機能しない

軍事優先で防災関連予算が激減！
　2011 年 ３・11 以 降、 軍 事
予算を上回っていた防災関連予算
が、2013 年の安倍政権発足以
降は削減され続け、岸田政権下で
は大軍拡予算と反比例して更に減
らされ、軍事費の４分の１以下に
までなっています。
　岸田政権は昨年Ｇ７広島サミッ
トで「核抑止力」を正当化する「広
島ビジョン」を採択しました。
　原発再稼働も核保有・核武装も
とめましょう！　福島原発汚染水
の海洋投棄やめさせよう！

　３・１１反原発福島行動 '24
　（福島市 とうほう・文化センター）　
　に集まりましょう！　
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